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序

早いもので、会報第 5号を発刊する時期となった〉 1 9 7 2年 9月に九州人

類学研究会を発足させ、 1 9 7 3年 10月に創刊号を出して以来、こ乙まで辿

り着 くのに も暗中模索、それなりの苦心があったように思う。

当研究会の活動は大きく二つに分けられる。ひとつは研究会の開催であり、他

のひとつは会報の発行である。前者については、研究発表者があまり特定の分

野に片寄らないように配慮してきた積りであるが、実際には、これがなかなか

実現しにくい事柄である乙とがわかってきた。 福岡を中心とした九州地区に、

人類諸科学の研究者がきわめて少ないということが大きな理由である。 苦心の

第 2点は、 会報発行に際して、毎年驚くほどの上昇を続けている印刷費を、い

かに低く押えるかということであった。 さいわし＼ 当研究会は、研究会担当者、

会報担当者および事務局に有能な人材を得て、これまでのところ、とどこおり

なく 事業をすすめてくる乙 とができ たし、会の基｛濯も次第lと固まってきている。

今後更に充実した研究会活動と 会報の発行を続けてゆく上で、会員諸氏の一

層の御支援と御協力をお願いしたいと 思 う。

九州人類学研究会会長
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